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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （ 全国保険医団体連合会 ） 記入者（ 曽根 ） 
 
◆薬の保険外しを含む健保法改正案の廃案に向けた運動 

・毎月の定例国会行動の中で、健保法改正案廃案を目指し、患者さんらとともに国会内集会で「ストッ

プ！負担増」を訴えた。「薬の追加負担はやめてください」署名は累計20万1377筆を積み上げた。衆議院

厚労委員会の参考人質疑では、中村洋一理事（東京協会）が医師として、健保法改正案の危険性を訴え

た。医師・歯科医師の団体として、セルフメディケーションによる疾病の重症化なども含め、「国民皆保

険制度」の根幹を崩す法案だとして問題点を発信した。 

 

◆医療機関の経営危機打開－診療報酬の大幅引き上げ、中東情勢による資材不足への要請 

・診療報酬の10％以上引き上げを求め、財務省・厚労省など各省庁、国会議員に要請した。 

・「原油価格高騰に伴う医療資材の不足等への緊急対応」を求める要望書を政府に送付し、毎月の国会行

動時には、各地で行われている資材不足アンケートをもとに医療材料の安定供給を求めている。 

 

◆高額療養費制度の限度額引き上げ 

・患者アンケートなどを実施しながら、制度利用者の生の声を集め、患者の命・健康、くらしが犠牲に

なる負担増だとして、問題点を追及し、石破政権時には限度額引き上げを「凍結」させた。その後、高

市政権で再度限度額引き上げが実施される動きに対して、何度も患者さんたちとともに記者会見や厚労

省要請を行った。 

 

◆保険証復活に向けて 

・保険証の復活とともに資格確認書の一律交付を求め、要請を行った。マイナ保険証によるトラブル調

査を2025年10月14日から12月１日にかけて会員医療機関に対し、実施した。トラブル調査では、これま

での調査と変わらず、約７割の医療機関でトラブルが「あった（7346医療機関）」と回答、１年前から状

況は改善していないことが明らかになった。マイナ保険証の「有効期限切れ」が１年前の調査から倍増

し、45.2％（3319医療機関）となっている。このような調査をもとに、大阪府に要請し、75歳以上への

資格確認書の全員交付が継続されるなどの成果も生まれている。 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（ 3,401 筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・・（ 63,569 筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（ 9,265 筆） 
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保
険
証

新
規
発

行
停
止

か
ら

１
年
経

過
、

マ
イ

ナ
ト

ラ
ブ

ル
の

状
況

変
わ
ら

ず
 

７
割

超
が

従
来

の
保
険

証
で

ト
ラ

ブ
ル
対

応
 

20
25

年
８
月
以
降
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
係
る
実
態
調
査
（
最
終
集
計
）
 

2
02
6
年

1
月
 

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
 

 全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
、
20
25

年
10

月
14

日
か
ら

1
2
月
１
日
に
か
け
て
、
医
療
現
場
の
状
況
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
を
つ
か
む
た
め
、
会
員
医
療
機
関
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
33

都

府
県
（
3
5
保
険
医
協
会
・
医
会
）
で
実
施
し
、
1
0,
51
9 
医
療
機
関
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
（
回
答
率

2
1.
3％

）。
 

調
査
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
国
民
健
康
保
険
で
従
来
の
保
険
証
が
有
効
期
限
を
迎
え
た

2
02
5
年
８
月
以

降
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
関
わ
る
医
療
現
場
の
状
況
を
聞
い
た
。
 

 

７
割
の
医
療
機
関
で
ト
ラ
ブ
ル
「
あ
っ
た
」
 
ト
ラ
ブ
ル
は
１
年
前
か
ら
ま
っ
た
く
改
善
せ
ず
 

 
マ

イ
ナ
保
険
証
で
の

資
格

確
認
に
つ
い
て
、
2
5
年
８
月
以
降
の
ト

ラ
ブ

ル
の
有
無

を
聞

い
た

と
こ

ろ
、
69
.
8
％

（
7
34
6
医
療
機
関
）
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
。
こ
れ
は
当
会
の

1
年
前
の
調
査
（
20
24

年
1
0
月

1
7
日
発
表
）
の
結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
。
医
療
機
関
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
は
、
１
年
前
か
ら
ま
っ
た
く
改

善
し
て
い
な
い
。
 

 ト
ラ
ブ
ル
内
容
で
は
「
有
効
期
限
切
れ
」
が
増
加
 

 
医
療
機
関
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
、
選
択
肢
（
複
数
回
答
）
で
聞
い
た
。
 

 
「
資
格
情
報
が
無
効
」（

3
73
8
医
療
機
関
・
5
0.
9％

）、
「
●
（
く
ろ
ま
る
）
で
出
る
」（

56
68

医
療
機
関
・
77
.2
％
）、

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
接
続
不
良
、
認
証
エ
ラ
ー
」（

3
54
1
医
療
機
関
・
4
8.
2％

）
、「

有
効
期
限
切
れ
」（

3
31
9
医
療

機
関
・
4
5.
2％

）
が
多
い
。
 

 
ま
た
、「

有
効
期
限
切
れ
」
は
１
年
前
の
調
査
と
比
較
し
て
割
合
が
倍
増
し
て
い
る
。
20
25

年
度
に
電
子
証
明
書
の

更
新
が
必
要
と
な
る
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は

2
76
8
万
件
、
20
26

年
度
は

20
20

万
件
に
の
ぼ
る
。
有
効
期
限
切
れ
の
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
が
増
え
る
中
で
、
医
療
機
関
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
今

回
回
答
の
選
択
肢
と
し
て
新
設
し
た
「
受
付
の
混
雑
」
も

23
87

医
療
機
関
（
3
2.
5％

）
で
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
患
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
」
は

6
73

医
療
機
関
（
9.
2％

）
の
回
答
が
あ
っ
た
。
 

 
マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
事
務
負
担
の
軽
減
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
逆
に
医
療
現
場
や
患
者
さ
ん

に
負
担
に
な
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
 

 

 ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
は
、
健
康
保
険
証
に
よ
る
資
格
確
認
が
７
割
超
、
資
格
確
認
書
も
６
割
超
 

 
ト
ラ
ブ
ル
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
選
択
肢
（
複
数
回
答
）
で
聞
い
た
。
 

健
康
保
険
証
に
よ
る
資
格
確
認
が

7
3.
7％

（
54
1
1
医
療
機
関
）
と
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
資
格
確
認
書
に
よ
る
確

認
も

6
1.
8％

（
45
42

医
療
機
関
）
に
上
っ
た
。
 

続
い
て
、
「
過
去
の
来
院
情
報
を
も
と
に
確
認
」
が

39
.2
％
（
2
88
3
医
療
機
関
）、
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
が

3
3.
9％

（
2
48
7
医
療
機
関
）
と
な
っ
た
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
確
認
は

12
.8
％
（
9
38

医
療
機
関
）
、
被
保
険
者

資
格
申
立
書
へ
の
記
入
は

4.
8
％
（
35
3
医
療
機
関
）
と
低
い
。
 

政
府
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、「

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
や
「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
」
に
よ
る
確
認
、「

被
保
険
者
資
格
申
立
書
」
に
記
入
す
る
、
な
ど
を
示
し
て
い
る
が
、
政
府
の
示
し
て
い
る

対
応
方
法
は
、
従
来
の
健
康
保
険
証
に
よ
る
資
格
確
認
に
は
到
底
及
ば
な
い
。
 

ま
た
、
資
格
確
認
書
に
よ
る
確
認
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
は
、
1
年
間
（
20
26

年
７
月
末
ま

で
）
の
暫
定
措
置
と
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
が
資
格
確
認
書
を
交
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
資
格
確
認
時
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
方
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
期
高
齢
者
以
外
は
、
原
則

と
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
保
有
者
に
は
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ず
、
後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
も

26
年
８
月
以
降
暫
定

措
置
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
資
格
確
認
時
に
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
現
場
の
対
応
は
よ
り
困

難
に
な
る
。
 

 

 「
い
っ
た
ん

1
0
割
負
担
」
の
件
数
が
大
幅
に
増
加
 
 

「
い
っ
た
ん

10
割
負
担
い
た
だ
い
た
」
は

19
.6
％
（
14
37

医
療
機
関
）
で
、
少
な
く
と
も

36
86

件
以
上
発
生
し

て
い
た
。
20
2
4
年

1
0
月

17
日
に
発
表
し
た
調
査
の

12
4
1
件
（
N＝

8
92
9
医
療
機
関
）
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
 

 
慣
れ
親
し
ん
だ
健
康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
患
者
、
医
療
機
関
か
ら
、
資
格
確
認
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
失
い
、

や
む
を
得
ず
い
っ
た
ん

1
0
割
負
担
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。「

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
は
保
険
証
に
く

ら
べ
定
着
し
て
お
ら
ず
、
常
時
携
帯
し
て
い
る
人
が
少
な
い
。
2
6
年
３
月
末
ま
で
の
暫
定
措
置
の
終
了
も
迫
っ
て
お

り
、
今
後
、
や
む
を
得
ず
い
っ
た
ん

1
0
割
負
担
と
な
る
ケ
ー
ス
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
患
者
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
進
行
し
て
い
る
。
 

 医
療
現
場
か
ら
の
意
見
～
保
険
証
の
復
活
を
！
 

従
来
の
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
が
、
多
岐
に
わ
た
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
状
況
は

ま
っ
た
く
改
善
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
従
来
の
保
険
証
を
復
活
し
て
ほ
し
い
と
の
要
求
が
現
場

か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
 

保
険
証
廃
止
の
強
行
に
よ
っ
て
、
保
険
証
一
枚
で
み
ん
な
が
安
心
し
て
受

診
で
き
て
い
た
し
く
み
が
損
な
わ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
政
府
が
重
ね
た
弥
縫
策
は
、
そ
れ
自
体
が
被
保
険
者
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
券
面
の
必
要
性
を
示

し
て
い
る
。
今
の
混
乱
は
保
険
証
が
あ
れ
ば
す
べ
て
解
決
す
る
。
患
者
さ
ん
、
医
療
現
場
を
最
優
先
に
考
え
る
な
ら

ば
、
保
険
証
を
復
活
す
る
こ
と
、
当
面
シ
ン
プ
ル
に
全
員
に
資
格
確
認
書
を
自
動
で
交
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

調
査
の
詳
細
は
保
団
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
⇒
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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （  自治労連   ） 記入者（ 山本民子 ） 
 
１．医療三単産（自治労連・日本医労連・全大教）国会議員要請 

①25 年 11 月 12 日（木）「報酬の大幅引き上げと社会保障費の大幅増で 安心・安全の医療・介護提供

体制を守れ！」の集会 には全国から 324 人が結集、衆・参両院から国会議員 15 人（ほか秘書 13 人）

が駆けつけ、連帯挨拶を行いました。厚労省要請では「地方独法の病院はこれまでは人勧準拠だった

が、ここ数年はできなくなってきている。補正予算での財政措置を含め、今年中の改善を求める」と訴

えました。 

②26 年 3 月 8 日（水）2026 年春国会要請行動「夜勤規制・大幅増員署名」提出  

２．「いのちと地域を守る学習・意思統一集会」（3 月 8 日）、医療関係団体・府省要請行動（3 月 9 日 

 意思統一集会は、オンライン含め 53 人が参加し、翌日の全国自治体病院協議会と総務省、日本看護

協会と厚生労働省に要請・懇談を行いました。学習会では 25 秋季年末闘争において、複数の病院単組

で人勧どおりのベースアップがされておらず、自治体職員と病院職員との間で差が生じていることが

2 年以上続いている現状が出され、国の政策や病院の経営課題なども念頭に置いて当局と交渉をしよう

と呼びかけました。 

３．「ケア労働者の願い・要求カード」の取り組み 

医療・介護職場・障害福祉・保育・学童保育などのケア労働者の声を聞く「ケア労働者の願い・要求カ

ード」 にとりくみ、寄せられた声を 6 月の府省交渉などで国に届けます。 

４．全労連介護・ヘルパーネットと共同の取り組み 

第 23 回全国介護学習交流集会（25 年 11 月 2 日）では記念講演「介護保険制度 25 年今後の行方と展

望」（小竹雅子氏）があり現場はどう変わったのか、課題と整理し今後のたたかいを確認しあいました。 

５．その他 

①障害児福祉関連職場で働くなかまの全国学習交流集会（㋀31 日広島市）職場パネルデスカッション 

②第 34 回自治体保育労働者の全国集会 in 愛知（2 月 21 日～22 日） 

記念講演「本当の“こどもまんなか社会”って?!～子どもの権利から考える～」川口創氏（弁護士） 

②第 26 回公衆衛生全国交流集会（3 月 7～8 日東京） 

記念講演「新型コロナウイルスパンデミック後の感染症対策」岡部信彦氏 （川崎市健康安全研究所所

⾧）  

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（8,878筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・・（12,677筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（       筆） 

④ その他（誰もが安心できる年金制度への改善を求める請願署名）（2,118筆） 

⑤ その他（                 ）        （       筆） 
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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （   国公労連   ） 記入者（  森川 息吹  ） 
 

各団体のこの一年間の取り組みの特徴 

 

【公務・公共サービスの拡充に向けたとりくみ】 

国公労連は第221回特別国会での請願採択をめざし、「公務・公共サービスの拡充を求める請

願署名」（2025年）のとりくみを進めています。 

この間の運動の継続により、紹介議員は3桁まで拡大していましたが、第51回衆議院選挙で、

前年114人の紹介議員は44人まで大幅に議席を減らすこととなり、請願採択には厳しい状況と

なりました。しかし、防衛費の増額の一方で、医療・社会保障の抑制が顕著となり国民生活が

置き去りになる状況だからこそ、総定員法廃止、定員合理化目標数の中止・撤回、大幅増員に

よる公務・公共サービス拡充の世論を広げていかなければなりません。 

私たちの要求実現に向け、皆さんからの署名協力をはじめ、地域・中央での宣伝行動や各ブ

ロック・県国公による地元事務所への要請・懇談を展開し、3月6日、4月10日に国会議員会館一

斉要請行動を実施してきました。6月下旬の署名提出までに、1人でも多くの紹介議員を増やし

、請願採択に向け奮闘しています。 

 

【独立行政法人等の運営費交付金拡充に向けたとりくみ】 

 独立行政法人等の労働組合で組織する独立行政法人等労働組合は、2026年度政府予算案確定

期である11月28日、「独立行政法人・国立大学法人等の運営費交付金拡充等を求める要請書」に

基づき、財務省交渉を実施し、不採算医療を担いながらも運営費交付が不支給となっている国

立病院や、様々な産業を下支えする基礎・基盤研究分野が軽視されている職場の実情や問題点

などを訴え、2026年度概算要求の満額査定を求めました。 

 さらに、同日には運営費交付金の拡充を求めて、日本共産党の塩川鉄也衆議院議員、大門実

紀史参議院議員との懇談、独立行政法人に関する法案などが審議される内閣委員会に所属する

衆参両院議員に対して要請行動を実施しました。51の事務所が要請に応じ、4人の議員がとりく

みに賛同するなか、立憲民主党の川内元衆議院議員は12月11日、内閣委員会で国立病院機構の

低賃金の実態を改善するよう主張し、松本国家公務員制度担当大臣から「処遇改善に努力する

」との答弁を得ることにもつなげました。 

また、2027年度予算概算要求期に配置する財務省交渉（7月下旬）に向けては、「独立行政法

人・国立大学法人等の運営費交付金拡充等を求める要請書」（団体署名）のとりくみをすすめて

います。多くの皆さんからのご支援をよろしくお願いします。 

 

【改憲阻止、平和を守るとりくみ】 

《中央労働学校の開催》 

高市首相は先の衆議院議員選挙での自民党が大勝した結果を受けて、2026年度予算案を十分
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な審議もしないままに年度内成立に向けて「数の力」で強引に進めようとしました。さらには

労働法制の改悪や「スパイ防止法」制定等だけにとどまらず憲法改正にも強い意欲を見せてい

ます。このような動きが進めば公務員も然ることながら労働組合にも影響が及ぶ恐れもありま

す。さらには、公務員が国民の権利を守る立場から監視する立場へ変質させられ、働き方も様

変わりする危険性もあります。国民全体の奉仕者かつ憲法尊重擁護義務を負う公務労働者とし

て、これらの動きに反対し、憲法を守りいかす社会を構築していかなければなりません。 

 国公労連は国公労新聞の憲法特集号企画や6月29日の第39回中央労働学校で、こうした社会

情勢を踏まえ、高市政権をどう見るか、労働組合としてどう対峙していくかを、中野晃一氏（

上智大学国際教養学部教授）の講義を受けた上で、各グループに分かれたグループ討論で議論

を深めていきました。 

 

《沖縄支援・連帯行動のとりくみ》 

 平和でなければ、自由も大切な日常も守れません。先の戦争で公務労働者が戦争遂行に協力

を余儀なくされた苦い経験から、国公労連は「ふたたび戦争の奉仕者にならない」をスローガ

ンに掲げ平和を守るとりくみにも力を入れています。 

2月20～22日にかけて、「国公労連2026沖縄支援・連帯行動」を沖縄県内で実施し、全国各地

から42人が参加した。沖縄平和ネットワークの下地輝明さんをガイドに、戦争遺跡や米軍基地

問題などの詳細な解説のもと、平和について深く心に刻む行動となった。住民や日本兵が全⾧

270ｍの自然洞窟に3か月にわたる避難生活を余儀なくされた糸数壕（アブチラガマ）では、壕

の内部で1分程度明かりを消す暗闇体験を実施しました。目を開けても変わらぬ漆黒の闇に、当

時における極度の緊張と恐怖のなかで終わりの見えない壕生活を強いられていた学徒隊や住民

の状況を追体験しました。下地さんは、「沖縄の問題は、日本全体の問題。日本が変わらなけれ

ば解決しない。そのためにみなさんができることは、それぞれが直面している課題に、一人ひ

とりが全力でとりくむこと。そのことが日本を変え、沖縄を変えることにつながる」と力強く

呼びかけました。参加者からは「組合に入って初めて参加したのがこの行動でよかったと思え

るくらいとても勉強になった」「過去を学ぶことで、同じことを繰り返してはいけないと強く感

じた」などの感想が寄せられました。 

 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（   ８９７４筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・・（       筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・・（       筆） 

④ 安心して医療を受けたい従来の健康保険証を返せ請願署名・・・・・（   １０８７筆） 

⑤ 誰もが安心できる年金制度への改善を求める署名・・・・・・・・・（   ７４６１筆） 

２０２５年度内に結成した地域社保協 

結成年月日(        ) 名称(              ) 

結成予定の地域社保協 

結成予定日(        )  名称(               ) 
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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （ 日本医労連       ） 記入者（ 山崎 世理        ） 
 

各団体のこの一年間の取り組みの特徴（医療、介護、福祉、年金、教育、子育て、生活保護など社会保

障改善の取り組み、保険証復活のたたかい、自治体キャラバンの特徴、その他） 

地域医療・介護の崩壊を阻止し、患者・利用者のいのちとくらしを守るため、大幅賃上げと

大幅増員の実現に全力を挙げて取り組んだ。診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等報酬に

労働者の賃上げ分が盛り込まれたことは、私たちの運動の成果であると考えるが、30年ぶりの

引上げ水準も3％台に留まる不十分な改定であり、国や政府に対して物価高騰に負けないケア

労働者の大幅賃上げを実施させ、26春闘で「報酬の10％以上引き上げ」を求めていくことを確

認して、団体署名、自治体採択、一言カード、議員賛同署名の取り組みをすすめた。 

看護職員の入退職に関する実態調査では、年間の退職者数が、採用者数を上回っている医療

機関が多数あり、看護職員不足によって、「患者サービスの低下」や、「患者・家族との関わり

の減少」、「入浴・清潔ケアの減少」など患者に対する影響が出ている。また、労働者に関して

は、夜勤回数や、時間外労働の増加などの影響がでている。 

 昨年の定期大会では、「夜勤規制と大幅増員を求めるアクションプラン」に取り組むことを

確認し、夜勤の有害性について学習を深めるとともに、署名に取り組んだ。秋には、「もう限

界    ケア労働者の大幅賃上げといのちまもるキャラバン行動」として、議員養成と自治体請

願、関係団体訪問を全国の仲間が取り組んだ。秋、春には、自治労連、全大教、日本医労連の

医療三単産共闘で、国会議員要請を行なった。 

 地域医療を守る取り組みでは、秋、春に厚労省交渉を行なったほか、11月に「地域医療を守

る運動全国交流集会」において、全国の取り組みを交流した。 

 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（       筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・・（       筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（       筆） 

④ その他（                 ）        （       筆） 

⑤ その他（                 ）        （       筆） 

２０２５年度内に結成した地域社保協 

結成年月日(        ) 名称(              ) 

結成予定の地域社保協 

結成予定日(        )  名称(               ) 
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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （ 全日本民主医療機関連合会 ） 記入者（酒井 暁史） 
 
○経済的事由による手遅れ死亡事例調査（対象期間2025年 1～12月） 

・2025年も「経済的事由による手遅れ死亡事例調査」を実施し、今年は18都道府県から42事

例が報告された。調査では無保険状態だけでなく正規の保険証を持ちながらも、窓口負担や

薬代の負担を心配して受診を控えたり治療を中断したりした結果、手遅れとなった事例が少

なくなかった。経済的困難と社会的孤立が重なり、必要な医療や社会保障制度に繋がれない

まま死亡に至る実態が引き続き明らかになった。この結果は6月中に記者発表予定である。 

○地域住民の医療を受ける権利を保障するために医療機関の維持存続への支援を求める請願署名 

・2025年6月全日本民連理事会は、医療機関の経営破綻による地域医療の崩壊をなんとしても

回避し、患者 地域住民の受療権をまもり、医療従事者の生活と権利をまもり抜く「たたか

い」を「国民運動」として具体的成果を勝ち取る「国民署名」を提起。2026年3月まで取り

組んだ。ポスター・チラシ配布、病院の経営状況についてのアンケート実施（全国414病院

からの回答）と合わせ署名活動を展開し、2回の国会議員要請・署名提出行動を行い、2026

年4月には賛同国会議員29名・紹介議員25名、総署名提出数は844,875筆となった。現場の

実態と地域の要求が請願項目と噛み合い、「医療機関当事者の私たちの要求」でなく「住民

の命と健康にかかわる地域医療をまもる国民の要求」として幅広い人たちと地域の医療機関

をまもろうと結びついた。多数の個人・団体の協力を得て、この取り組みで大きな峰を築い

たことは、今後の社会保障改善運動にも大きな意味を持つと思われる。 

○国会行動 

・上記の地域医療存続署名の他に、ロキソニンやアレグラなどの薬の追加負担はやめるよう求

める国会要請行動を2026年5月に実施。参院の16議員を訪問。25300筆の署名を提出した。 

○2026.2総選挙の取り組み 

・職員学習用チラシや宣伝用プラスターなどを作成。急遽の選挙実施により、プラスターは印

刷が間に合わずデータ配信での活用となった。選挙を通じた社会保障拡充の訴えを行った。 

○改定健康保険法 

・2026年5月29日の同法成立を受け、6月4日、声明「全世代に負担増と受診抑制をもたらす、

改定健康保険法の可決・成立に強く抗議し、国民皆保険制度を破壊する同法の撤回・廃止を

求める」を発表。「一部保険外療養」「高額療養費制度見直し」は、お金のあるなしで受けら

れる医療に格差が生まれ、患者の治療中断や病院受診控えにつながるものであり、こうした

医療制度の改悪を許さない国民世論をさらに大きく広げ、国民皆保険制度を破壊する同法の

撤回・廃止を求める運動に取り組んでいく。 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください）＝2026年4月末時点 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・・・・（244,545筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名（存続・現行保険証残して署名と合算）・（439,375筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（8,430筆）＝ 2025.5～ 26.6集 計 

④ その他 （地域 住民 の医療 を受け る権利を保障す るために医 療機関 の維持存続への支援を求める請願 署名）・・（844,875筆） 

⑤ そ の 他（スト ップ ！患者 負担 増請願 署名 ロキソニン やアレグラなど の薬の 追加負 担は やめて ください ） ＝ 6/10現 在（45,301筆） 

124



125



126



127



128



129



130



131



132



133



134



135



136



137



26.4.27  

138



 26.5.11  

139



 

26.5.11  

140



 

26.5.25  

141



 

26.6.15  

142



1 
 

全
商

連
「
ホ

ル
ム

ズ
海
峡

封
鎖
等

に
よ

る
影

響
調

査
」

 
第

一
次
集

計
な
ら
び

に
第

二
次
集
計

（
6/

5
現
在
）

報
告

 
20

26
年

6
月

10
日

 

全
国

商
工

団
体

連
合

会
 

東
京
都
豊
島
区
目
白

2 －
36

－
13

 

℡
03

-3
98

7-
43

91
  

 

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
を
発
端
に
し
た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る
影
響
が
日
本
の
経
済

や
中
小
事
業
者
に
深
刻
な
打
撃
が
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、
①
中
小
商
工
業
者
に
ど
ん
な
影
響
が
出
て
い
る

か
、
②
受
け
て
い
る
影
響
に
対
し
て
ど
ん
な
対
策
が
必
要
か
―
を
調
べ
、
中
小
事
業
者
の
実
態
と
要
求
を
明
ら
か
に

し
て
、
必
要
な
対
策
を
政
府
、
自
治
体
に
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

 

 

 

 
第
一
次
集
計
に
つ
い
て
は
、
調
査
締
め
切
り
を

4
月

20
日
と
し
、

3
月

27
日
に
全
国
商
工
団
体
連
合
会
（
全
商

連
）
加
盟
の

47
都
道
府
県
連
に
呼
び
掛
け
、
別
紙
調
査
票
に
記
入
す
る
方
法
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
フ
ァ
ク
ス
を
活
用
し

て
回
答
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。
同

21
日
よ
り
、
第
二
次
集
計
と
し
て
引
き
続
き
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

 

 

 

36
26

 

【
第
一
次
】
調
査
を
開
始
し
た

3
月

27
日
か
ら

4
月

20
日
ま
で
に
、

22
15

件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 

【
第
二
次
】
調
査
を
開
始
し
た

4
月

21
日
か
ら

6
月

5
日
ま
で
に
、

14
11

件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 
 

 

①
 

＊
影
響
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
事
業
者
は

62
.1
％
。「

今
は
な
い
が
今
後
あ
り
そ
う
」（

28
.9
％
）
を
含
め
る
と

91
.0
％

に
上
る
。
「
な
い
」
は

 4
.5
％
、
「
分
か
ら
な
い
」
は

4.
6 ％

だ
っ
た
。

 

 

 
 

あ
る

 

今
は

な
い

が
今

後
あ

り
そ

う
 

2 
 

 ②
①

③
 

 
＊
「
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
」
の
問
い
に
は
、「

仕
入
れ
・
資
材
の
高
騰
」

79
.1
％
、「

仕
入
れ
・
資
材
の
調

達
が
困
難
」

53
.2
％
、
「
仕
事
・
売
り
上
げ
の
減
少
」

42
.3
％
、
「
利
益
の
減
少
」

42
.3
％
、
「
資
金
繰
り
の
悪

化
」

18
.6
％
で
あ
っ
た
。

 

 
 

③
 

 
＊

1
位
は
「
燃
料
や
光
熱
費
へ
の
直
接
支
援
」

61
.8
％
。
以
下
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
さ
れ
た
持
続
化
給
付
金
や

家
賃
支
援
給
付
金
な
ど
の
支
援
策
」

50
.2
％
、「

税
金
・
社
会
保
険
料
の
納
付
猶
予
・
減
免
」

44
.8
％
、「

資
金

繰
り
支
援
」

35
.9
％
、「

家
賃
・
リ
ー
ス
料
な
ど
固
定
費
補
助
」

15
.9
％
、「

雇
用
調
整
助
成
金
の
拡
充
」

13
.4
％
。

 

＊
政
府
・
自
治
体
に
よ
る
緊
急
で
よ
り
効
果
的
な
支
援
と
負
担
軽
減
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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2
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4
0.
0%

5
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0
%

60
.0
%

7
0
.0
%

8
0
.0
%

9
0
.0
%

仕
入
れ
・
資

材
の
高
騰

仕
入
れ
・
資

材
の
調

達
が
困
難

仕
事
・
売
上
の
減
少

利
益
の
減
少

資
金
繰
り
の

悪
化
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【
全
体
の
傾
向
】

 

＊
現
状
へ
の
不
安
や
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
の
心
配
、
悲
鳴
に
も
似
た
声
が
共
通
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
従
業
員

を
雇
用
し
続
け
ら
れ
る
の
か
、
下
請
け
が
継
続
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
声
も
。

 

＊
地
域
・
業
種
を
問
わ
ず
広
範
な
被
害
が
広
が
っ
て
お
り
、
影
響
の
連
鎖
、
地
域
経
済
に
深
刻
な
打
撃
と
な
る
様
相

 

＊
個
人
事
業
者
は
仕
事
確
保
が
生
活
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
、
生
活
難
、
廃
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

 

 

【
建
設
関
係
】
 

▼
果
た
し
て
 
仕
事
は
有
る
が
 
塗
料
が
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
心
配
だ
 
シ
ン
ナ
ー
類
は

75
%か

ら
80
%の

値
上

げ
で
 
中
々
手
に
入
ら
な
い
（
塗
装
）
 

▼
材
料
、
消
耗
品
等
の
入
荷
困
難
、
高
騰
に
よ
り
、
仕
事
は
あ
る
が
作
業
が
中
断
、
中
止
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
。（

左

官
）
 

▼
シ
ン
ナ
ー
１
万
円
が
現
在
、
5～

7
倍
の
価
格
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
も
な
く
な
り
、
仕
事
が
で

き
な
い
。
5
月
か
ら

3
0％

値
上
げ
と
言
わ
れ
た
（
内
装
）
 

▼
国
の
支
援
と
実
態
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
建
設
）
 

▼
資
材
や
価
格
の
高
騰
。
シ
ン
ナ
ー
の
価
格
が

70
％
ア
ッ
プ
。
そ
れ
よ
り
も
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
予
想

3
50
0

円
→
1
万
円
）。

と
て
も
仕
事
が
で
き
な
い
。
（
塗
装
）
 

▼
受
注
一
時
停
止
す
る
仕
入
先
も
あ
る
（
再
開
時
期
未
定
）。

先
が
見
込
め
な
い
の
で
す
べ
て
が
心
配
。（

ガ
ラ
ス
工

事
）
 

▼
材
料
の
手
配
に
支
障
（
納
期
が
未
定
の
為
）
が
あ
る
。
工
事
の
完
工
が
出
来
な
い
。
資
金
繰
り
に
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
る
。（

建
設
）
 

▼
シ
ン
ナ
ー
類
が
全
く
仕
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
メ
ー
カ
ー
よ
り
ス
ト
ッ
プ
が
あ
り
仕
入
不
可
能
。
仕
事
も

ス
ト
ッ
プ
状
態
で
す
。
（
建
築
塗
装
）
 

▼
今
後
の
仕
事
量
。
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
が
業
者
間
で
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
ノ
ー
リ
ツ
（
ボ
イ
ラ
ー
）
、
T
OT
O

（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
）
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
（
水
道
事
業
）
 

▼
建
売
住
宅
の
単
価
が
上
が
り
、
売
れ
な
く
な
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
仕
事
が
無
く
な
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
損
害
賠
償
請
求
し
た
い
く
ら
い
で
す
（
建
築
）。

 

▼
コ
ロ
ナ
の
時
よ
り
も
仕
事
が
止
ま
り
そ
う
で
不
安
（
大
工
）
 

▼
発
注
を
か
け
よ
う
に
も
出
荷
未
定
と
い
わ
れ
、
計
画
も
見
積
り
も
立
て
ら
れ
な
い
。
粗
悪
品
や
中
身
が
別
の
物

な
ど
を
掴
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
な
お
、
個
人
取
引
（
メ
ル
カ
り
）
な
ど
で
材
料
を
探
さ

ざ
る
を
得
な
い
。（

塗
装
）
 

▼
仕
入
れ
が
で
き
ず
仕
事
が
止
ま
る
、
顧
客
離
れ
、
物
価
上
昇
に
よ
る
倒
産
危
機
、
す
べ
て
が
不
安
で
す
（
住
宅
建

築
）
 

▼
４
月
初
旬
に
「
材
料
費
が
３
割
ア
ッ
プ
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
２
～
３
日
後
に
「
材
料
が
這
入
っ
て
こ
な
い
の
で
現

場
が
止
ま
る
」
と
言
わ
れ
た
。
仕
事
が
完
成
し
な
い
の
で
今
後
の
売
り
上
げ
の
見
通
し
が
出
て
こ
な
い
。
ア
ル
バ

イ
ト
を
探
そ
う
と
し
て
い
る
。
消
費
税
率
を
最
低
５
％
に
！
！
（
水
道
設
備
）
 

▼
住
宅
一
棟
決
ま
っ
た
の
に
材
料
が
な
く
、
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
売
上
減
が
心
配
。
（
塗
装
）
 

4 
 

 【
サ
ー
ビ
ス
関
係
】
 

▼
運
送
業
は
ガ
ソ
リ
ン
が
い
の

ち
。
滞
っ
た
ら
仕
事
が
で
き
な
い
。
そ
れ
と
オ
イ
ル
交
換
を
し
た
く
て
も
で
き
な

い
（
品
不
足
）。

そ
の
う
ち
、
本
当
に
点
検
不
備
で
事
故
が
起
き
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。（

運
送
）
 

▼
材
料
が
入
っ
て
こ
な
い
。
カ
ラ
ー
で
使
う
グ
ロ
ー
ブ
が
入
っ
て
こ
な
い
（
美
容
）
 

▼
訪
問
介
護
業
務
で
、
車
で
利
用
者
に
行
き
来
し
て
い
る
の
で
ガ
ソ
リ
ン
代
が
か
さ
む
。
ゴ
ム
手
袋
（
業
務
サ
ー
ビ

ス
で
使
用
す
る
）
が
不
足
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
（
訪
問
介
護
）
 

▼
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
材
料
が
無
い
。
持
っ
て
い
る
在
庫
が
終
わ
っ
た
ら
当
分
入
ら
な
い
。
問
屋
に
も
無
い
。
塗
料
や

ク
リ
ア
ー
な
ど
も
不
足
し

て
い
る
。
材
料
が
無
け
れ
ば
依
頼
を
受
け
て
も
作

業
が
出
来
な
い
の

で
そ
う
い
う
意

味
で
も
今
後
仕
事
が
で
き
る
の
か
不
安
。（

自
動
車
塗
装
）
 

▼
食
材
、
光
熱
費
、
容
器
の
値
上
げ
に
よ
り
、
利
益
が
減
る
。
販
売
価
格
の
値
上
げ
に
も
限
界
が
あ
る
。
容
器
は
す

べ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
の
で
、
容
器
が
入
ら
な
く
な
る
と
営
業
が
で
き
な
く
な
る
。（

飲
食
）
 

▼
イ
ン
ク
が
製
造
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
（
印
刷
）
 

▼
原
材
料
の
高
騰
、
調
達
困
難
な
物
品
が
増
え
、
商
品
価
格
を
値
上
げ
す
る
と
顧
客
を
失
い
か
ね
な
い
。
商
売
の
継

続
が
不
安
。（

飲
食
）
 

 【
製
造
関
係
】
 

▼
・
ス
テ
ン
レ
ス
が

UP
し
て
い
て
と
て
も
細
か
い
の
は
購
入
で
き
な
い
 
・
４
月
か
ら
仕
入
れ
価
格
が

UP
す
る

と
言
わ
れ
た
 
・
大
手
か
ら
細
か
い
仕
事
は
来
る
が
、
1k
g
=5
00

円
の
仕
事
が

20
00

円
に

UP
。
4
倍
以
上
に
な

っ
た
た
め
利
益
が
少
な
い
の
に
こ
れ
で
は
生
活
が
で
き
な
い
。
（
金
属
加
工
）
 

▼
こ
の
ま
ま
だ
と
従
業
員
を
減

ら
し
て
、
事
業
規
模
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
し
な
い
と
な
ら
な
い
。
（
車
の
部
品
） 

▼
原
油
高
騰
で
資
材
の
鉄
や
加
工
・
溶
接
に
使
う
ガ
ス
・
酸
素
な
ど
が
３
割
値
上
が
り
し
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に

上
が
る
の
で
は
？
と
心
配
。（

鉄
工
）
 

▼
工
作
油
、
潤
滑
油
、
作
業
護
謨
手
袋
、
耐
薬
品
用
手
袋
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
部
品
等
仕
入
れ
不
可
能
に
な
っ
た
。
4

月
中
旬
に
得
意
先
の
組
立
ラ
イ
ン
停
止
の
噂
が
あ
る
。（

機
械
工
具
）
 

▼
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
使
う
オ
イ
ル

が
な
く
仕
事
に
な
ら
な
い
。
現
場
に
出
ら
れ
な
く
仕
事
が
進
ま
な
い
事
業
費
が
減

る
。（

林
業
）
 

▼
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
禍
で
市
場

も
弱
く
な
り
、
企
業
体
力
も
弱
っ
て
い
る
中
で
の
こ
の
騒
動
で
す
。
投
資
控
え
や

材
料
の
供
給
不
足
が
あ
れ
ば
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
即
潰
れ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
（
看
板
製
作
）
 

▼
自
動
車
修
理
、
維
持
に
必
要
な
油
脂
類
の
供
給
の
目
処
が
つ
か
な
い
。
３
月
末
に

20
0L

の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の

仕
入
れ
値

7
00
00

円
で
あ
っ
た
が
４
月
１
５
日
は

22
00
00

円
ま
で
あ
が
り
、
そ
れ
で
も
納
期
未
定
で
あ
る
。（

自

動
車
修
理
）
 

▼
自
動
車
部
品
が
多
い
。
３
カ
月
仕
事
止
ま
る
。
１
月
は

1
2
月
の
売
掛
金
が
あ
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
。
2、

3
月
は

全
く
入
金
な
し
。
50

年
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
。（

鉄
工
業
）
 

▼
こ
の
ま
ま
だ
と

5
月
、
6
月
全
く
仕
事
が
で
き
ず
、
廃
業
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

製
作
）
 

▼
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
注
文
受
付
し
て
く
れ
な
い
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
や
フ
ィ
ル
ム
、
肥
料
（
尿
素
）
が
入

っ
て
こ
な
い
。
食
べ
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
花
・
野
菜
苗
）
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5 
  【
従
業
員
雇
用
に
つ
い
て
】
 

▼
仕
入
れ
も
困
難
、
仕
事
も
で
き
な
く
な
る
と
収
入
も
な
く
な
り
生
き
て
い
け
な
く
な
る
。
従
業
員
の
給
料
も
払

え
な
く
な
る
（
建
築
）
 

▼
こ
の
ま
ま
だ
と
従
業
員
を
減
ら
し
て
、
事
業
規
模
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
し
な
い
と
な
ら
な
い
。
（
車
の
部
品
） 

▼
仕
事
に
な
ら
な
い
の
で
、
従
業
員
の
給
料
保
障
や
私
た
ち
役
員
の
休
業
補
償
な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
け
ど
。
社
会

保
険
料
の
免
除
は
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
。（

塗
装
）
 

▼
コ
ー
キ
ン
グ
材
の
入
荷
が
な
く
仕
事
が
で
き
な
い
。
仕
事
が
無
い
け
ど
、
従
業
員
の
給
与
は
支
払
う
予
定
（
建
築

防
水
工
事
）
 

▼
従
業
員
に
給
料
が
払
え
な
い
（
建
設
）
 

▼
仕
事
が
止
ま
れ
ば
従
業
員
に
給
料
が
払
え
な
く
な
る
（
住
宅
外
構
工
事
）
 

▼
売
り
上
げ
減
少
な
ど
 
従
業
員
に
給
料
払
え
る
か
不
安
（
土
木
工
事
一
式
）
 

▼
顧
問
先
の
塗
装
屋
は
塗
料
が
な
い
の
で
売
上
が
な
く
従
業
員
の
給
料
が
払
え
ず
、
社
長
が
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
で
借

り
て
給
料
を
払
い
、
社
長
自
身
は
大
型
免
許
を
取
っ
て
バ
イ
ト
す
る
と
い
う
状
況
（
税
理
士
）
 

▼
従
業
員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
し
た
い
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
閉
店
に
な
り
ま
す
（
美
容
）
 

▼
従
業
員
全
員
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
る
仕
事
量
を
キ
ー
プ
で
き
る
の
か
（
製
造
業
）
 

▼
仕
事
が
な
い
と
従
業
員
に
給
料
を
払
え
ず
、
休
ま
せ
る
し
か
な
い
（
建
設
業
）
 

▼
仕
入
れ
も
困
難
、
仕
事
も
で
き
な
く
な
る
と
収
入
も
な
く
な
り
生
き
て
い
け
な
く
な
る
。
従
業
員
の
給
料
も
払

え
な
く
な
る
（
建
築
）
 

 【
生
活
の
不
安
に
つ
い
て
】
 

▼
仕
入
が
出
来
な
く
な
る
と
店
を
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
売
上
が
な
く
な
り
、
生
活

で
き
な
く
な
る
（
建
築
・
ア
パ
レ
ル
）
 

▼
こ
の
ま
ま
だ
と
生
活
が
出
来
な
く
な
る
不
安
が
あ
る
。
住
宅
は
設
備
機
器
が
入
っ
て
こ
な
い
と
で
き
な
い
の
で

断
っ
て
い
る
（
在
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
 

▼
材
料
が
入
ら
な
い
た
め
工
事
が
進
ま
な
い
。
現
場
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
収
入
減
の
た
め
給
料
や
生
活

が
で
き
る
か
不
安
し
か
な
い
。（

防
水
工
事
）
 

▼
あ
ら
ゆ
る
物
の
値
上
が
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
生
活
費
が
と
て
も
心
配
で
す
（
建
築
設
計
）
 

▼
大
手
か
ら
細
か
い
仕
事
は
来
る
が
、
1k
g=
50
0
円
の
仕
事
が

20
00

円
に

UP
。
4
倍
以
上
に
な
っ
た
た
め
利
益
が

少
な
い
の
に
こ
れ
で
は
生
活
が
で
き
な
い
。（

金
属
加
工
）
 

▼
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
も
心
配
（
建
設
防
水
塗
装
業
）
 

▼
影
響
に
よ
り
ま
す
ま
す
生
活
が
苦
し
く
な
る
（
美
容
業
）
 

▼
こ
れ
以
上
、
物
価
が
上
が
っ
て
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
困
難
に
な
り
そ
う
で
商
売
し
て
い
く
こ
と
が
不
安
で
毎

日
が
大
変
な
思
い
で
す
（
小
売
り
）
 

▼
す
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
受
注
分
も
あ
り
、
新
規
受
注
が
全
く
来
な
い
。
今
後
も
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
資

金
シ
ョ
ー
ト
と
外
注
先
が
な
く
な
り
、
事
業
継
続
が
困
難
に
な
り
、
生
活
も
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
取
り
付
け
）
 

以
上

 

145



146



147



148



《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （福祉保育労）           記入者（民谷 孝則） 
 

各団体のこの一年間の取り組みの特徴（医療、介護、福祉、年金、教育、子育て、生活保護など社会保

障改善の取り組み、保険証復活のたたかい、自治体キャラバンの特徴、その他） 

 

昨年10月、今年3月、5月と、中央行動で厚生労働省やこども家庭庁と交渉をおこない、

保育や介護などの福祉職員の賃上げ・増員等を要請してきた。保育分野では、自治労連や

福祉保育労もかかわって愛知から始まった「子どもたちにもう1人保育士を」の広がりな

どによって、4・5歳に対する保育士の配置基準・子ども30人に保育士1人が25人に1人に、

1歳も6人に保育士1人が5人に1人となった。しかし、1歳の加算は勤続年数などの要件もあ

るほか、加算の改善幅が小さいため、多くの園で正規雇用の保育士を増やせる状況に至っ

ていない。また、少子化や育休の拡充によって、全国的に０歳児の定員割れが目立つ。在

籍園児数で公定価格の収入が算定される関係で、収入減につながっており、定員払いをこ

ども家庭庁に求めている。静岡では「子どもたちにもう1人保育士を」の運動もあって、

県として1歳児の加配を強める施策が打たれた。 

 昨秋から、福祉保育労としての国会請願署名「福祉職員の賃金水準をすみやかに全産業

平均に引き上げ、職員を増やしてください」を広げている。参院選・衆院選の影響で、請

願の紹介議員は昨年の過去最多115人から42人（6月12日現在）に激減した。山形や埼玉な

どで地元選出の国会議員との懇談をおこなってきた。 

26春闘をめぐっては、保育分野は人事院勧告の引き上げを受けた公定価格が増えた関係で、１

万円以上のベースアップを勝ちとれた園も出ている。一方で、手当での対応を続ける法人も少な

くない。高齢者福祉・障害福祉の事業所では、他産業の賃金動向を反映しない報酬制度になって

いる関係で、賃上げがさらに抑制されている。国の調査でも、2010年代前半にはほぼ同じだった

保育士と介護職員の賃金水準について、格差が広がってきている。 

5月22日の中央行動は、コロナの影響をうけた2020年以降で初めて参加者が100人規模となり、

行動初参加者も目立った。当日は静岡県立大学の中澤秀一先生を講師に、「全世代型社会保障の

到達と課題～人権をまもり、安心社会を構築する」と題して学習講演を受け、好評だった。 

全労連が提起している「対話と学びあい」の実践として、少人数のグループに分かれて、賃

金や仕事、生活にかかわる思いを出しあう「ホンネのトーク会」を職場単位で広げていく。 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（2,629筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・（       筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（       筆） 

④ その他（                 ）        （       筆） 

⑤ その他（                 ）        （       筆） 
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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （医療福祉生協連） 記入者（足立卓也） 

 
 各団体のこの一年間の取り組みの特徴（医療、介護、福祉、年金、教育、子育て、生活保護など社

会保障改善の取り組み、保険証復活のたたかい、自治体キャラバンの特徴、その他）  

 

・「誰もが健康で居心地よく暮らせるまちづくりへの挑戦」として、私たちはすべての活動を「医療

福祉生協の価値をつくる“事業”」として位置づけ、多様な“参加と協同”を広げることにより、「組合

員参加の危機」と「経営・事業継続の危機」の克服に取り組んできました。  

さらに、2025年国際協同組合年を契機に、新たな協同のかたちを創造し、誰一人取り残されることの

ない、平和で公正かつ持続可能な社会づくりに貢献しました。  

・会⾧理事談話の発信「2026年NPT（核兵器不拡散条約）再検討会議の結果を受けて核兵器廃絶に向

けたとりくみの一層の推進を呼びかけます」  

・会⾧理事談話の発信「イランをめぐる軍事行動の即時停止と対話による平和的解決を強く求めま

す」  

・被爆80周年を日本生協連と共同して2025ピースアクションに取り組みました。  

・いのち守る総行動2025に取り組みました。  

・平和、社会保障について全国の医療福祉生協で署名活動の取り組みがありました。  

・11月４日まちづくり活動責任者会議を開催。社会福祉法人浴風会 川越 雅弘氏より行政との連携・

地域資源の見える化について学び、社会福祉法人 佛子園寺田誠氏より誰もが自分らしく生きていけ

る場所づくり、助け合いが生まれる関係づくりについて学びました。  

 

 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（       筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・・（       筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（       筆） 

④ その他（                 ）        （       筆） 

⑤ その他（                 ）        （       筆） 
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《2026 年 7 月５日～６日 中央社保協 第 70 回全国総会議案／付属資料》別紙① 

 

    組織名／団体・地域 （新日本婦人の会中央本部） 記入者（池田亮子） 
 

各団体のこの一年間の取り組みの特徴（医療、介護、福祉、年金、教育、子育て、生活保護など社会保

障改善の取り組み、保険証復活のたたかい、自治体キャラバンの特徴、その他） 

 

・介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名のとりくみ 

・健康保険証の復活を求める請願署名のとりくみ 

・学校給食無償化のとりくみ 

・選択的夫婦別姓実現を求めるとりくみ 

をはじめ、会員の切実な要求から運動にとりくみ、2026年3月には日本版「女性の休日」を初

めて全国でとりくみました。新婦人は3月6日から8日にかけて全国一斉アクションを呼びかけ

、全国400カ所以上で映画「女性の休日」上映会やおしゃべり会、スタンディング、パレード

を実施し、延べ10000人以上が参加しています。さまざまな女性たちが「私が一日やすんだら

」と、女性がどれだけ社会で役割を担っているかを可視化したこの取り組みは、日本のジェン

ダー平等実現に向けての大きな一歩になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください） 

① 介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署名・（15106筆） 

② 健康保険証の復活を求める請願署名・・・・・・・・・・・・・・・（20075 筆） 

③ 国の制度として１８歳までの医療費窓口負担を無料に請願署名・・（       筆） 

④ その他（                 ）        （       筆） 
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